
 

   

 
 

 

 様々な思い出を作ることができた平成が終わり、いよいよ令和の時代が始まりました。新しい

時代は本当に生徒たちが主役です。令和の時代は、自分たちが引っ張っていくんだという気持ち

を大いに感じることができたのが、先般行われた体育大会であったと思います。 
 
【絆がＭＡＸに達した体育大会】 

令和初となる体育大会を、５月１１日（土）甲佐町町長 

奥名 克美 様をはじめ、多くの御来賓、保護者の皆様

方、地域の皆様方に御臨席をいただき、開催することが

できました。令和の幕開け、そして１００周年に向けた

プレ体育大会を祝うかのような素晴らしい天候に恵まれ

ました。今年のスローガンは、「絆 ＭＡＸ ～新しい時

代に向けて～」

です。生徒たち

は、新しく始まった令和の時代には、人と人とが互いに支

え合い、絆をＭＡＸに深めることが大切であることを、こ

のスローガンにも込めてくれたのではないかと思います。

実際に、互いに支え励まし合い、勝負事に情熱を燃やしな

がらも、和気藹々と楽しむ姿が随所に見られた体育大会で

した。また、今年も、松橋西支援学校上益城分教室との合

同の体育大会でした。甲佐高校、上益城分教室の生徒たち

みんなで表現した「人文字」は本当に一体となった演技であり、絆がＭＡＸに達した瞬間でもあ

りました。この「人文字」は、甲佐高校創立１００周年、上益城分教室開設１０周年となる来年に

引き継がれます。どうか、来年もご期待ください。 

そして、今年の体育大会は保護者の方々にも多くの競技に

参加していただき、体育大会を大いに盛り上げていただきま

した。特に、綱引きの親子対決は、まだまだ子どもには負け

られないという親の

意地をひしひしと感

じました。保護者の

皆様方の競技への参

加や地域の方々にもたくさんご来場いただくことで、子ど

もたちの気合いもＭＡＸに達することができたようです。 

令和初となる体育大会を、多くの方々のご支援により終

了することができましたこと、改めまして感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

 

【高校総体・総文祭 いよいよ開催】 
 
 
 
 
 
 
 
 

夢実現 ～百見は一験に如かず～ 

令和元年５月１５日 

熊本県立甲佐高等学校 校長室便り(ＮＯ.１２) 

高校生の最大の祭典、高校総体そして高校総文祭がいよいよ近づいてきました。今年は、

南部九州４県において、全国高校総体が開催されます。それぞれの学校の練習にも全国の切

符を獲得するため、日々練習に熱が入っていくことでしょう。本校の生徒たちも、迫ってき

た大会に向け、新しく入部してきた１年生の新戦力を加え、日々頑張ってくれています。城

南大会での課題をしっかり克服して、大会に臨んでほしいと願っています。 



  


